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１．はじめに
　平成20年１月の中央教育審議会答申では，図画工作
科・美術科・芸術科の改善の基本方針に「創造するこ
との楽しさを感じると共に，思考・判断し，表現する
などの造形的な創造活動の基礎的な能力を育てるこ
と，生活の中の造形や美術の働き，美術文化に関心を
もって，生涯にわたり主体的にかかわっていく態度を
重視する」ことを掲げている。
　私たち図画工作・美術部会は，このような改善の基
本指針に則り，「生きる力」に向かう美術教育を実現
することを目標とし，「美意識」を育むことが，子ど
もたちが感性をはたらかせて思考・判断し，表現した
り，美術を生活に生かしたりするために有効であると
考えた。そして過去３年にわたり，認知領域・精神運
動領域・情意領域・メタ認知領域の４つの領域におけ
る評価の指標を示したタキソノミーテーブル1）の作成
による，ポートフォリオ評価法を開発・実施してきた。
　その結果，認知領域・精神運動領域の育成について
は，目標の達成に向けた効果的な指導方法を明らかに
するなどの一定の成果を得た。しかし，子どもたちが
それを使い，自ら伸ばしていくためには，「美術への
関心・意欲・態度」という情意面の育成が不可欠であ
り，それを喚起・形成していくための手立てについて
一層工夫する必要があると考えた。
　このような課題を克服するため，昨年度から「美術
への関心・意欲・態度」を育む指導と評価の改善のた
めの方策を探っていくこととした。そのため，これま
で，取り組んできたタキソノミーテーブルを活用し，
各領域の目標を明確にしたうえで，学習活動の各段階
におけるメタ認知能力にかかわる具体的な姿を想定
し，粘り強く創造的な活動を楽しもうとするために必
要な情意面の向上をはかろうと考えた。

２．研究の目的
　本研究の目的は，「美術への関心・意欲・態度」を
育み，子どもたちが生涯を通じて創造的に生きるため
に必要な美意識を育むため，小中一貫９年間での図画
工作科・美術科の授業におけるタキソノミーテーブル
の開発・実践を行い，メタ認知能力の育成による情意
領域にかかわる効果的な指導と評価の方法について明
らかにすることである。
　中学校学習指導要領解説2）では「学校美術科で育成
する関心や意欲，態度とは，単に造形的な行為をする
ことが面白い，楽しいといったものだけではない。「Ａ
表現」及び「Ｂ鑑賞」の各指導事項に関して，そこに
示されている資質や能力を発揮しようとしたり，身に
付けようとしたりすることへの，関心や意欲，態度の
ことである。同時に，一人一人の生徒が完成への目標
をもち，形や色彩などでよりよく創造的に表現しよう
と没頭し，創意工夫を重ねる誠実な努力の中で高めら
れるものでもある。そして，美術科の学習を通して育
成された関心や意欲，態度は，美術を愛好していく心
情や，心豊かな生活を創造していこうとする意欲や態
度につながっていくことを目指している。」と記され
ている。このことを踏まえ，本研究は，本校の保育教
科部会の共通研究テーマ「学ぶ意義を感じながら課題
に粘り強く取り組む子どもの育成」に即し，研究開発
に係る新領域「希望（のぞみ）」で培う基礎的・汎用
的能力のうち「①主体性　②課題発見力　③向上性　
④学ぶことの意義の理解」の向上との関連を図りなが
ら進めることとした。また，「希望（のぞみ）」での取
り組みである「自分と向き合う活動」の活用を図り，
単元の前後や，日々の授業の中で，図画工作・美術の
内容や学習方法を学ぶことの意義に係る発問を投げか
けることにより，児童生徒の意識を高めるようにした。
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であり，コミュニケーションをとりながら活動する中
で認識は深まっていく。とりわけ美的な現象という「心
に響くもの」を介して行う他者とのコミュニケーショ
ンの過程は，価値観・美意識の形成と深化に深く関
わっている。

４．研究仮説と検証の視点
（１）研究仮説
　メタ認知にかかわる活動を取り入れることで，自分
や友だちの感じたことや考えたことを大切にしなが
ら，粘り強く創造的な活動を楽しもうとするために必
要な「美術への関心・意欲・態度」を育むことができ
るであろう。
（２）検証の視点および方法
　検証の視点をメタ認知にかかわる各活動において表
１のように設定し検証するようにした。
　検証の方法については，次の①〜③を設定した。
①　質問紙の作成および改善
　認知領域・メタ認知領域・情意領域・精神運動領域
の４つの領域からなる質問項目を作成し，アンケート
を行い，全体の傾向と個々の変化を見取る。
②　タキソノミーテーブルに基づいた評価の実施
　タキソノミーテーブルに基づいて評価を行い，子ど
もたちの達成状況を見るとともにタキソノミーテーブ
ルの妥当性についても検討を行う。
③　メタ認知の能力の分析
　メタ認知にかかわる記述を抽出して分析する。
　また，抽出児童・生徒を絞り，今後，メタ認知にか
かわる能力がどのように変容していくかを長期的なス
パンで検証し，指導の改善に生かす。

３．めざす子ども像とつけたい力
（１）めざす子ども像
　自分や友だちの感じたことや考えたことを大切にし
ながら，粘り強く創造的な活動を楽しもうとする子ど
も
（２）つけたい力
ア�　自分なりに材料や色や形の組合せなどを工夫する
ことができる力（認知領域）
　与えられた材料や色や形の組合せなどを意図や目的
に応じて，自分なりに工夫して表現することのできる
力である。材料や色・形を工夫して表すためには，個
人の中にある既習事項としての今までの制作活動や材
料体験を思い起こすことが不可欠である。さらに鑑賞
と関連して活動を行うことで力をより一層伸ばすこと
ができる。また，自分なりに工夫したことが認められ
ることで，「つくりだす喜び」を味わうことができる
ようになる。
イ�　自分のイメージにあわせて絵や立体，言葉などに
表すことのできる力（精神運動領域）
　自分のイメージにあわせて，用具や材料を適切に用
いて，色や形を組み合わせて表現することのできる力
である。自分のイメージを表現するためには，技能が
必要である。学年に合った技能を持っていることで表
現活動にも幅ができ，意欲的に取り組むことができ
る。そのためには，前述したような今までの学年での
積み上げが欠かせない。また，鑑賞などにおいての自
分の思いや感じたことを言葉や文章にして表すといっ
た行為も技能としてとらえていく。
ウ�　表したいことを見つけ，自分なりのイメージを広
げ，深めていく力（情意領域）
　対象から「自分もやってみたい」と意欲を感じ，そ
こから自分なりのイメージを広げ，深めて創作意欲を
抱く力のことである。これらは，自分にとっての心地
よいもの・美しいものを探そうとする姿勢から生まれ
てくるものであり，子どもたちの心を動かされる様な
出会いや体験を生活や学習の中で常に意識しておかな
ければいけない。このような体験や出会いを重ねるこ
とによって対象から表現に対する意欲や興味関心を育
むことができる。
エ�　他者と関わりながらコミュニケーションをとり，
自分らしさや改善点の認識に基づいて，自分なりの
美意識を形成したり深めたりしていく力（メタ認知）
　制作や批評・鑑賞を通して，自分らしい表現の仕方
や感じ方・考え方，つまり自分の美意識とはどういう
ものなのかを理解し，それをさらに広げたり，深めた
りしていく自己知識や自己調整の力のことである。自
分らしさを認識するためには比較としての他者が必要
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図１ 研究構造図 メタ認知による「美術への関

心・意欲・態度」を育む指導と評価の改善 
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紀後半に提唱したタキソノミーを継承・発展させた
「新タキソノミー」が提唱されている。
　本研究ではこの新タキソノミーを美術教育の評価に
応用するべく，認知領域・情意領域・精神運動領域の
３領域に加え，価値の形成の側面として「メタ認知」
を上位に置いた目標群の試案を作成した（表２）。昨
年度はその検証を行いながら題材を実践するととも
に，メタ認知能力を育むための方策として学習活動の
各段階別の具体的な活動（表３）を設定し，実践を行
うことにより他の領域にどのような効果をもたらすか
も含めて検証すべく，改善を図った。今年度は，その
手法を継続しつつ，「情意領域」への効果の検証に焦
点をあて，「美術への関心・意欲・態度」の評価の改
善のための方策を探る。

５．研究の方法
（１）タキソノミーテーブルの開発・実践
　タキソノミー 3）とは，ブルームの提唱した評価の
考え方で，現行学習指導要領の観点別評価４観点はこ
のタキソノミーを応用して設定されている。
　タキソノミーでは教育目標が以下の３つの領域に整
理されている。
　○認知領域：知識の記憶や活用からなる
　○精神運動領域：運動技能や操作技能からなる
　○情意領域：興味，態度，価値観の変容からなる
　これらの３領域を簡潔に要約すれば，認知は知識・
理解，情意は感情・情緒，精神運動は技能・技術に関
する領域と見なすことができる。
　近年，クラスウォールらによって，ブルームが前世

表�１　メタ認知にかかわる各活動における検証の視
点・方法

表２　図画工作・美術科のタキソノミーテーブル
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３領域に加え，価値の形成の側面として「メタ認知」

を上位に置いた目標群の試案を作成した（表２）。昨年

度はその検証を行いながら題材を実践するとともに，

メタ認知能力を育むための方策として学習活動の各段

階別の具体的な活動（表３）を設定し，実践を行うこ

とにより他の領域にどのような効果をもたらすかも含

めて検証すべく，改善を図った。今年度は，その手法

を継続しつつ，「情意領域」への効果の検証に焦点をあ

て，「美術への関心・意欲・態度」の評価の改善のため

の方策を探る。 

 

表２ 図画工作・美術科のタキソノミーテーブル 

 

 

認
知
領
域 

知識の 
次元 

認知プロセス次元 

１ 思い出す 

/理解する 

２ 応用する 

/分析する 

３ 評価する/創

造する/内面化

する 

事実的知識 
（美術用語，造
形の要素と原

理） 
 

これまでの記憶から
，美術用語や造形
の要素と原理を想
起して，新しい学習
内容に関連づけて
いる。 

制作や批評・鑑
賞の活動におい
て，状況に適した
美術用語を用い
たり，造形の要素
と原理を活用した
りしている。 

制作や批評・鑑
賞の活動を通し
て，美術用語や
造形の要素と原
理に関する新し
い認識を獲得し
ている。 
題材のテーマの
コンセプトをベー
スにしながら，制
作や批評・鑑賞
の活動において
，自分自身のコ
ンセプトを深めて
いる。 
習得した技法・技
術を自らの制作
に応用している。 
習得した批評・鑑
賞の方法を自ら
の批評・鑑賞に
応用している制
作や批評・鑑賞
の活動を通して
，よさや美しさ
に対する価値の
意識や感情を再
構成している 

概念的知識 
（題材のテー
マのコンセプト

） 

題材のテーマのコ
ンセプトを認識・理
解している。 

制作や批評・鑑
賞の活動におい
て，題材のテーマ
のコンセプトを同
定し関連性を判
断している。 

精
神
運
動
領
域 

手続的知識 
（表現の技術と
技法，批評・鑑
賞の方法） 

 

技法・技術を理解し習得する。 
批評・鑑賞の方法を理解し習得する。 

情
意
領
域 

感情の 
次元 

情意プロセス次元 

１ 受容する/反応
する 

２ 価値づけする
/組織化する 

興味・関心・
態度 

 

美的な現象や存在
を受け入れようと
したり，それらに
対して注意を向け
たりしている。 

美的な現象や存
在に見出される
価値を認め，そ
の価値を自分の
持 っ てい る 価
値 の 意識 や 感
情 と の関 連 で
吟味している。 

美的な価値
観（美しさやよ
さに関する価
値の意識や

感情） 

美的な現象や存在
との出会いから，
自分の持っている
価値の意識や感情
を喚起している。 

メ
タ
認
知 

メタ認知の次
元 

１ 思い出す 
/理解する 

２ 応用する 
/分析する 

自分らしさや改
善点の認識に基
づいて，自分な
りの美意識を形
成したり深めた
りしながら，制
作や批評・鑑賞
の活動に取り組
んでいる。 

自己知識 

ポートフォリオ
等からこれまで
の学習を思い出
している。 

制作や批評・鑑
賞 に おい て 自
分 ら しさ が 表
れ て いる 点 を
分析している。 

自己調整 

制作や批評・鑑
賞において改善
すべき点を見出
している。 
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表１ メタ認知にかかわる各活動における検証の視
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交流 
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検
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点 
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めるような

共感的な声
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・子どものイ
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ような視点

を明確にし

たアドバイ
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検

証
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方
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「友だちから

改善点等のア

ドバイスを得

た。」等 
・観察による子 
どもの表現の

見とり 

・質問紙調査 
「 授 業 の 中

で，図工・美

術を学ぶ意

味について

新しく気付

いたことは

あ り ま す

か。」「それは

どんな時で

すか。」等 
・観察による

声かけやア

ドバイス後
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とり 
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本研究ではこの新タキソノミーを美術教育の評価に

応用するべく，認知領域・情意領域・精神運動領域の

３領域に加え，価値の形成の側面として「メタ認知」

を上位に置いた目標群の試案を作成した（表２）。昨年

度はその検証を行いながら題材を実践するとともに，

メタ認知能力を育むための方策として学習活動の各段

階別の具体的な活動（表３）を設定し，実践を行うこ

とにより他の領域にどのような効果をもたらすかも含

めて検証すべく，改善を図った。今年度は，その手法

を継続しつつ，「情意領域」への効果の検証に焦点をあ

て，「美術への関心・意欲・態度」の評価の改善のため

の方策を探る。 

 

表２ 図画工作・美術科のタキソノミーテーブル 
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領
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認知プロセス次元 

１ 思い出す 

/理解する 

２ 応用する 

/分析する 

３ 評価する/創

造する/内面化

する 

事実的知識 
（美術用語，造
形の要素と原

理） 
 

これまでの記憶から
，美術用語や造形
の要素と原理を想
起して，新しい学習
内容に関連づけて
いる。 

制作や批評・鑑
賞の活動におい
て，状況に適した
美術用語を用い
たり，造形の要素
と原理を活用した
りしている。 

制作や批評・鑑
賞の活動を通し
て，美術用語や
造形の要素と原
理に関する新し
い認識を獲得し
ている。 
題材のテーマの
コンセプトをベー
スにしながら，制
作や批評・鑑賞
の活動において
，自分自身のコ
ンセプトを深めて
いる。 
習得した技法・技
術を自らの制作
に応用している。 
習得した批評・鑑
賞の方法を自ら
の批評・鑑賞に
応用している制
作や批評・鑑賞
の活動を通して
，よさや美しさ
に対する価値の
意識や感情を再
構成している 

概念的知識 
（題材のテー
マのコンセプト

） 

題材のテーマのコ
ンセプトを認識・理
解している。 

制作や批評・鑑
賞の活動におい
て，題材のテーマ
のコンセプトを同
定し関連性を判
断している。 

精
神
運
動
領
域 

手続的知識 
（表現の技術と
技法，批評・鑑
賞の方法） 

 

技法・技術を理解し習得する。 
批評・鑑賞の方法を理解し習得する。 

情
意
領
域 

感情の 
次元 

情意プロセス次元 

１ 受容する/反応
する 

２ 価値づけする
/組織化する 

興味・関心・
態度 

 

美的な現象や存在
を受け入れようと
したり，それらに
対して注意を向け
たりしている。 

美的な現象や存
在に見出される
価値を認め，そ
の価値を自分の
持 っ てい る 価
値 の 意識 や 感
情 と の関 連 で
吟味している。 

美的な価値
観（美しさやよ
さに関する価
値の意識や

感情） 

美的な現象や存在
との出会いから，
自分の持っている
価値の意識や感情
を喚起している。 

メ
タ
認
知 

メタ認知の次
元 

１ 思い出す 
/理解する 

２ 応用する 
/分析する 

自分らしさや改
善点の認識に基
づいて，自分な
りの美意識を形
成したり深めた
りしながら，制
作や批評・鑑賞
の活動に取り組
んでいる。 

自己知識 

ポートフォリオ
等からこれまで
の学習を思い出
している。 

制作や批評・鑑
賞 に おい て 自
分 ら しさ が 表
れ て いる 点 を
分析している。 

自己調整 

制作や批評・鑑
賞において改善
すべき点を見出
している。 
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メタ 
認知 

 
表現 
活動 
に 
おける 
主な段階 

思い出す・理解する 応用する・分析する 評価する・創造する 
・内面化する 

ポートフォリオなどからこれまでの学
習を思い出している 

制作や批評・鑑賞に
おいて自分らしさ
が表れている点を
分析している。 

制作や批評・鑑賞に
おいて改善すべき点
を見出している。 

自分らしさや改善点の
認識に基づいて，自分
なりの美意識を形成し
たり深めたりしながら
取り組んでいる。 

参考となるポー
トフォリオ等 具体的活動 

主題等の
設定 

・主題設定のた
めのイメー
ジマップや
ワークシー
ト 

・制作手順の説
明プリント 

・自己評価 
・過去の作品
（写真等） 

・教科書 
・資料集 

・主題を見つけるため
の資料としてポー
トフォリオ等を振
り返り，類似内容や
関連する既習事項
を見つけようとす
る。 

・大まかな見通しを
持ったり，できそう
な表現を確認した
りするため，過去の
学習を参考にしよ
うとする。 

※参考になる既習事
項の声掛けや，ペー
ジ紹介をする。 

・題材のねらいに
そって自分らし
い主題を持とう
とする。 

※イメージマップ
等ワークシート
を示す。 

・題材のねらいと自
分の主題の摺合せ
をし，適切なのか，
改善が必要なのか
を判断しようとし
ている。 

※ワークシートで，
手順を示す。 

・必要に応じて自分ら
しい主題に改善しよ
うとしている。 

※ワークシートに書い
た主題を見直せるよ
うにする。 

発想・構想 

・アイデアス
ケッチ 

・自己評価 
 （発想構想の
記録） 

・教科書 
・資料集 

・過去の学習資料か
ら，発想構想の参考
になるものを探す。 

※参考になる既習事
項について声掛け
や，ページの指定を
する。 

※参考作品を提示す
る。 

 

・主題をよりよく表
現するようなア
イデアになって
いるかを判断す
る。 

※工夫点を書くよ
うにする。 

※視点を示し，自己
評価・相互評価す
るようにする。 

※過去の学習資料
を振り返るよう
にする。 

・改善すべき点に気
づいている。 

※参考作品を示す。 
※複数の選択肢を紹
介する。 

※過去の学習資料や
作品を振り返るよ
うにする。 

 

・改善に向けて試行錯
誤している。 

※アイデアスケッチを
消さないようにさせ
る。 

創造活動 

・過去の作品
（写真等） 

・過去の学習資料か
ら，参考となる表
現・道具・材料を探
す。 

・主題に沿って，材
料や用具を活用
して技法等を工
夫し自分らしい
表現できている
かを判断する。 

※工夫点を書くよ
うにする。 
※視点を示し，自己
評価・相互評価す
るようにする。 

※過去の学習資料
や作品を振り返
るようにする。 

※客観的な意見を
取り入れるよう
促す。 

・より美しく自分ら
しさを表現するた
めに改善すべき点
に気づいている。  

※参考作品を提示す
る。 

※複数の選択肢を紹
介する。 

※過去の学習資料や
作品を振り返るよ
うにする。 

※客観的な意見を取
り入れるよう促
す。 

 

・見出した改善点を踏
まえて必要な技法や
材料・道具を用いて，
改善に向けて制作に
取り組んでいる。 

※制作過程を写真にと
るようにする。 

鑑賞 

・題材の振り返
り 

・過去の学習資料か
ら，参考となる表
現・道具・材料の効
果を，[共通事項]（色
や形イメージ等）で
確認する。 

・制作過程または完
成段階において，
自分らしさやよ
さが表現できて
いるか判断する。 

※工夫点やついた
力を書くように
する。 

※視点を示し，自己
評価・相互評価す
るようにする。 

※過去の学習資料
や作品を振り返
るようにする。 

・制作過程または完
成段階において，
より美しく自分ら
しさを表現するた
めに改善すべき点
に気づく。 

※参考作品を提示す
る。 

※複数の選択肢を紹
介する。 

※過去の学習資料や
作品を振り返るよ
うにする。 

・完成作品をもとに
次への意欲を持
つ。 

・自分なりの美意識を
形成したり，深めた
りしている。 

※振り返りシート等
で，ついた力や次に
頑張ること，友だち
や先生から言われて
参考になった意見な
どを確認するように
する。 

表３ 図画工作・美術科のタキソノミーテーブルから，メタ認知とその具体的活動 

（※は，メタ認知を促すための指導） 

表３　図画工作・美術科のタキソノミーテーブルから，メタ認知とその具体的活動
（※は，メタ認知を促すための指導）
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（２）ポートフォリオ評価法の活用
①　ポートフォリオにより見通しを持つ。
　児童・生徒がこれまでの学習で習得した技法や技術
を確認し，次の題材に活用したり，これまでにつくっ
た作品から次の作品を発想したりする手助けとして活
用する。また，これまでに蓄積したものから学習のプ
ロセスを学び，新しい題材でもこれらを生かして見通
しを持って学習を進めていけると考える。
②�　振り返りシートを活用した言語活動の充実によ
り，自己評価力を身に付ける。
　振り返りシートを作成し，主題設定から発想・構
想・描いたり作ったりする活動・鑑賞活動の各段階で
児童・生徒が活動を振り返り，自分が感じたことや考
えたこと，友達の意見などを書いたり，交流したりす
る活動を行う。各段階の記述を見直すことにより，毎
時間の自分の思いがつながり，メタ認知の能力が高ま
ると考える。また，定期的にポートフォリオを振り返
ることにより，子ども自身が自分の表現の特徴やよさ，
目標の達成状況を知る手がかりにしたり，よりよい表
現を目指して主体的に修正したり，調整したりするた
めの材料になると考える。
（３）小中一貫した図画工作・美術科の授業モデルづ
くり
①　題材や学習場面の設定の工夫
　児童・生徒が主体的に課題を見つけ，粘り強く問題
解決し，力を付けることにより図画工作・美術を学習
することの意義が実感できるような題材や発問・活動
の場の設定を工夫する。
②　相互交流や振り返りの進め方の工夫
　児童・生徒相互の意見交流や振り返りの進め方につ
いて，言語活動の充実ならびに学習規律の徹底を図る
よう小・中学校間で連携し，発達の段階に沿った指導
方法を構築する。
③　題材でつけたい技能の発達の段階による整理
　造形的な技能の育成について発達の段階による系統
を整理し，それぞれの発達の段階で児童・生徒がス
ムーズに創造的な技能を獲得できるように題材を配列
する。
④　教師の支援の工夫
　子どもの思いを受け止めるような共感的な声かけ
や，子どものイメージがはぐくまれるような視点を明
確にしたアドバイスの仕方について，授業研究等によ
り発達の段階を踏まえて連携する。

６．研究の実際
６．１　実践事例１
（１）題材について（小学校１年生）
○題材名　タワーをたてよう！
○学　年　小学校１年生（31名）
○実施期間　平成26年11月〜平成27年１月
○題材の概要
　土粘土という素材は可塑性が高く，手触りも心地よ
い。絵と違って何度もやり直すことができるので，子
どもたちも安心して表現活動をすることができる。ま
た，何より土粘土は焼成すると作品として形に残せる
という魅力がある。本題材では，その土粘土を使って
タワーを作る活動をする。低学年の粘土を使った活動
では平面的なものになることが多いが，この題材で「高
さ」を意識して作る経験をし，これからの立体的な表
現活動につなげていきたい。土粘土で「高さ」を出す
ためには，技術が必要となる。高く積み上げるために
一人ひとりが試行錯誤しながら活動したり，友だちと
学び合ったりすることができる。また，これまでに経
験した土粘土の操作を生かしながら，思い思いの作品
製作に取り組むことができる。
　「高く積み上げたい」という意欲を持たせるために，
導入でストーリーを用いて楽しく意欲的に活動に入る
ことができるように工夫する。土粘土でできるだけ高
く積むには，いろいろな工夫が必要となる。まずは，
試行錯誤を繰り返しながら，子ども一人ひとりに挑戦
させる。製作途中で行き詰まった時は，身近な友だち
の様子を観察させたり，お互いに意見を交流したりし
ながら，工夫して取り組めるような場を十分に設定す
る。メタ認知の活動として，製作途中の気づきをワー
クシートに書いたり自分や友だちの作品の鑑賞をした
りして，活動の振り返りをする。自分のタワー作りの
活動でも，今までの学びを生かした活動や，新しい活
動が見られた時には，個々に肯定的な声掛けをしたり，
全体に紹介したりしながら自己肯定感を高め，新しい
価値観を持つことができるようにする。お互い関わり
合いながら共に成長できるような活動にしていく。
○題材の目標
　土粘土でタワーを作る活動を通して，高く積み上げ
る工夫を考えたり，思いついたことを進んで表現した
りしようとする意欲を高める。
○学習計画（全４時間）
　第１次　たかいタワーをたてよう！　 （１時間）
　第２次　じぶんのタワーをつくろう！（２時間）
　第３次　いろんなタワーができたよ！（１時間）
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（２）学習の実際
�①　高く積み上げる
　「怪獣が襲ってきたよ。怪獣より高いタワーを立て
て，怪獣から逃げるぞ。」…。『土粘土を高く積む』と
いう課題に向き合わせるため，１年生にこのようなス
トーリーを設定した。６月に学習した「丸める」「伸
ばす」操作からできた「丸」や「棒」を想起させて，「積
む」操作に段階的に発展できるようにした。高く積む
ための工夫をより深めるために，土粘土の量を制限し，
子どもたち一人ひとりに１kgの土粘土を与えた。ま
た，３〜４人の班で机を合わせ，友達からの学びが随
時視覚的・言語的に交流できるようにした。目標の高
さとすぐに比べられるように３段階のレベルに合わせ
て「怪獣ものさし」（図２）を各班に持たせた。ここ
までの手立てで，子どもたちは課題解決に向かって土
粘土との格闘を始めることができた。自分のやり方で
作り上げたり，上手く出来た友だちの作品や作り方の
様子を見たり聞いたりしながら，時間いっぱい子ども
たちは土粘土にかかわっていた。（図３）
�②　自分のタワーを作る
　「高く積む」ための原理・原則として「下部を大き
く重く，上部を小さく軽くし安定させる」ことが挙げ
られるが，前時の学びからそのことに気付いている子
どもたちも多く，それを元に自分のタワーを製作して
いくことができていた。本題材では，高火度焼成で焼
き物として作品を残すことから，土粘土どうしの「接
着」の方法について指導した。土粘土の可塑性の高さ
が生かされ，子どもたち一人ひとりが，表したいもの
を自由に表現しようとしていた。授業者としてのかか
わりとしては，子どもたちの作品の面白さや工夫を見
つけ，肯定的に声掛けをしていくことを心がけた。製
作後の学びのふり返りでは，自分の作品の見どころを
詳しく紹介したり，土粘土での学習の学びをまとめた
りすることができた。

（３）成果と課題
　土粘土を素材とした題材で，段階的に学習できたの
で，子どもたちも自分の学びをふり返りやすく自分の
学びを実感することができた。課題としては，小学校
１年生のメタ認知能力をどのように客観的に量るかと
いうことである。アンケートの項目を分かりやすくす
るなどして発達段階に応じた形を考えていかなくては
ならない。
①　児童質問紙調査の結果
　１年生は，①図工の学習は楽しいですか。②図工の
学習は大切ですか。③図工の学習は大人になって役に
立つと思いますか。という，簡単な３つの質問につい
てアンケートを実施した。５月より７月は肯定的な回
答が高まったが，12月の結果では①②とも肯定的な回
答が100％となり，１年間の中で児童の意識も前向き
になってきたことが分かる。しかし，②③の質問につ
いては１年生の発達段階から考えて将来を具体的に想
像することが難しいと思われるので，具体的イメージ
を持たせるなど教師の支援が必要である。
②　ポートフォリオを活用した活動
　１年生では，本題材の導入や製作過程で６月に実施
した土粘土を使っての学習をふり返りながら取り組ん
だ。段階を踏んでの学習なので，前回の学びを思い出
しながら「土粘土」という素材にかかわっていくこと
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○本題材のタキソノミー（メタ認知のみ掲載） 
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図３「怪獣ものさし」を活用する児童 
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ができている。
③　児童の相互交流
　１年生は，積極的に相互交流を取り入れた。作品を
製作していく過程では，友だちから技術を学び，作品
の質の向上やねらいに接近させることができた。また，
鑑賞の場面では，友だちに認められることで自信を
持ったり新たな自分を発見できたりして，製作意欲の
向上につながった。課題としては，製作活動中の限ら
れた時間の中で，子どもの手を止めることで意欲が削
がれる場面もあるということである。いつでも手を止
めて交流するだけではなくて，どんな形の交流が効果
的であるかを見極める必要を感じた。
④　教師の支援をもとにした活動
　教師として，子どもの活動がねらいに近づいていけ
るような声かけや，行き詰まった子どもの活動を活性
化させ，子どもの思いが表現できるような声かけを心
掛けた。具体的には，自分のタワーを作る場面で，会
話をしながら子どもの思いを聞き，想像を広げるヒン
トや形にするアドバイスをすることができ，子どもの
思いを具現化する支援につなげることができた。

６．２　実践事例２
（１）題材について　７年生（中学校１年生）
○題材名　木版画で伝えよう〜Picture�the�Moment〜
○学　年　　７年生（中学校１年生）40名
○実施期間　平成26年９月〜 11月
○題材の概要
　本題材は，生活の一場面をとらえて木版画で表現す
ることを通して，主題に沿って自分らしく表現するた
めの基礎的な技能を身に付けさせるとともに，アメリ
カの中学生と作品交流を通し，お互いの文化や表現の
よさを伝え合うことを目的としている。人物のポーズ
や構図，単色木版画ならでは白黒のバランスや彫り跡，
美しく刷り上げる工夫が必要となる。また相互鑑賞に
より，その印象を強く心に留め，生活を豊かにする創
造活動の価値を考えさせるものである。

　自分がアメリカの中学生へ伝えたいと思う生活の一
場面を決め，主題をよりよく表現するための構図や，
単色木版画の良さを生かした単純化・強調した下絵づ
くりや，墨入れ・彫り・刷りの工夫ができるようにす
る。また，メタ認知の活動として，制作過程の工夫を
丁寧に振り返れるよう，アイデアスケッチや制作途中
の写真を添付しメモを添えた「ドキュメンタリーポス
ター」を作成し，完成作品とともに鑑賞する。さらに
鑑賞会では，「アートスイッチ」という視点で，作品
や作者の言葉・制作過程に着目してお互いの工夫点や
木版画の表現のよさを見つけるとともに，「グローバ
ルスイッチ」という視点で，他者へ発信していくこと
を目的とし，紹介すべき個々の主題の良さ等について
も意欲的に交流できるようにする。
○題材の目標
　生活の一場面をとらえて木版画で表現することを通
して，主題に沿って自分らしく表現するための基礎的
な技能を身に付けさせるとともに，他国の生徒との作
品交流を通し，お互いの文化や表現のよさを感じとり
伝え合うようにする。
○学習計画（全13時間）
　第１次　主題設定と木版画についての理解（１時間）
　第２次　�アイデアスケッチ・下絵（墨入れと転写）

（２時間）
　第３次　彫り（５時間）
　第４次　刷り（２時間）
　第５次　�ドキュメンタリーポスター作りと相互鑑賞

（３時間）
○本題材のタキソノミー（メタ認知のみ掲載）

（２）学習の実際
�①　作品を通して伝えたいことを５行にまとめる
　事前に題材のねらいを伝え，夏休みの課題として，
テーマと伝えたいこと，スケッチをしてくるようにし
た。次は，生徒のテーマについての記述の抜粋である。
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① 作品を通して伝えたいことを５行にまとめる。 

事前に題材のねらいを伝え，夏休みの課題として，

テーマと伝えたいこと，スケッチをしてくるようにし

た。次は，生徒のテーマについての記述の抜粋である。 

・おばあちゃんの家の近くの神社に行った時のことで

す。普通神社にある鈴の緒は，体全体を使わないと

図４　タワーを作る場面（教師の支援）
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・�おばあちゃんの家の近くの神社に行った時の
ことです。普通神社にある鈴の緒は，体全体
を使わないと「ジャラジャラ」と鳴りません。
この作品は力強さをだしたいなあと思って描
きました。神社と言えば日本を感じます。私は，
あの鈴を鳴らすのが好きなんです。
・�三原で有名なタコを釣ったことがテーマで
す。タコは午前中によく釣れるので，タコ釣
りをする人は朝５時には出航しています。今
年はいままでよりタコは小さめだそうです。
しかし，目の前に広がる瀬戸内海は，数えき
れないほどの船でいっぱいです。タコ釣りは
根気が必要で釣れると感動します。
・�初めて陸上の大会で走り幅跳びをしている様
子です。緊張したけど思い切って跳んでいる
様子です。たくさん練習して失敗もしたけど，
本番は練習よりも長く跳ぶことができまし
た。この絵から練習した成果を出そうと跳ん
でいる様子が伝わるとよいです。

��②　墨入れの試行錯誤
　墨入れについて学習した後，実際に，下絵の縮小コ
ピーを用いて，陰刻・陽刻両方を作成し，テーマがよ
り生き生きと伝わる方を選択するようにした。（図５）

�③�　制作過程を写真に撮り，ドキュメンタリーポス
ターにまとめ，相互鑑賞に生かす

　毎時間後の作品を撮影し，並べて見ることにより，
自己実現への態度を育成するため，題材を貫くドキュ
メンタリーポスター（図６）を作成し，振り返りに活
用することとした（図７）。
　また，相互鑑賞において作品が変化するに至った思
いや工夫（あるいは失敗）について写真やメモをもと
に質疑応答するなどして他者とコミュニケーションを

とることにより，メタ認知能力を高め，生徒の美意識
の向上をめざした。また，アートスイッチとグローバ
ルスイッチという名称で，視点を設け，サイコロを振っ
て出た番号の視点で感想を伝え合うなど工夫した（図
８）。

（３）成果と課題
①　生徒質問紙調査の結果
　５月・７月・12月に図９の生徒質問紙調査を実施
し，その変化について検証した。各領域の肯定的回答
の割合の変化について図10 〜 13にまとめた。どの項
目についても，概ね増加している。

図５　２種類の墨入れ

図６　ドキュメンタリーポスター

図７　ドキュメンタリーポスターの活用構想
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②　ポートフォリオを活用した活動
（ドキュメンタリーポスターの内容や感想から）

　内容としては，題名，伝えたいこと，木版画のよさ，
工夫点やみてほしいこと，制作過程で気付いたこと改
善したこと，エピソード（偶然できたこと）などをメ
モ的に記している。
　木版画のよさとしては，「白と黒だけを使って目立
たせたいところを表現するおもしろさ」や，「何度も
刷れたり，インクの乗り具合で作品の雰囲気が変わっ
たりすること」を紹介している。
　制作過程で気付いて改善したこととしては，「最初
は畳を黒く表現していたけど，平刀でぼかしをいれた
らより畳らしくなった。」「陰影をつけるとき，刀の選
択を悩んだ。」などを挙げている。
　偶然できたこととしては，「いろいろな刀を使って
いたら，風を切って進んでいる感じや地面のでこぼこ
の感じがうまく表現できた。」等と紹介している。
③　生徒の相互交流
　生徒は友だちのドキュメンタリーポスターと作品を
見て相互交流することにより，「もっと細かい表現が
できることがわかった。」「新たな技法がわかった。」「自

図９　生徒質問紙調査

図�10　生徒質問紙調査（情意領域）における肯定的
回答の割合の変化

図12　生徒質問紙調査（メタ認知領域）における
　　肯定的回答の割合の変化

図13　生徒質問紙調査（精神運動領域）における
　　肯定的回答の割合の変化

図�11　生徒質問紙調査（認知領域）における肯定的
回答の割合の変化 ― 9 ― 
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図 10 生徒質問紙調査（情意領域）における 

肯定的回答の割合の変化 
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より畳らしくなった。」「陰影をつけるとき，刀の選択

を悩んだ。」などを挙げている。 

偶然できたこととしては，「いろいろな刀を使ってい

たら，風を切って進んでいる感じや地面のでこぼこの

感じがうまく表現できた」等と紹介している。 

③ 生徒の相互交流 

生徒は友だちのドキュメンタリーポスターと作品を

見て相互交流することにより，「もっと細かい表現がで

きることがわかった」「新たな技法がわかった」「自分

の作品は，華やかな感じがすると言われて改めて，彫

№ 質問 5 4 3 2 1

例 青が好きですか。 ○

1 図画工作・美術の学習は好きですか。

2 図画工作・美術の学習は大切だと思いますか。

3
図画工作・美術で学習したことは、将来の生活や社会に出て役に立つと思
いますか。

4
図画工作・美術の学習に粘り強く取り組むことができています
か。

5
みる・かく・つくるなどの活動の時に「ああしよう，こうしよう」とか「こういうの

すきだな」などの心の動きを感じますか。
1

6 生活の中で「美しいな」とか「いいな」と感じることはありますか。 1

7
材料や色や形の組み合わせを行いながら，自分なりのイメージを表すこと
ができていますか。

1

8 作品を作るときに自分なりのイメージがうかびますか。 1

9 前に習ったことを新しい学習に生かすことができていますか。 1

10 自分の作品のよさや工夫点を見つけられますか。 1

11 友だちの作品のよさや工夫点を見つけられますか。 1

12
友達の作品を見て、自分の作品に生かしたり改善したりすることに気付け
ますか。

1

13 用具や道具を正しく使うことができますか。 1

14 自分なりのイメージを作品に表わすことができますか。 1

15 自分なりのイメージを作品に表そうとしていますか。 1

16
「自分もやってみたい」という気持ちをもって新しい題材に取り組んでい
ますか。

1

17 作品をみて次に頑張ることを思い浮かべることができますか。 1

18 自分の作品をもっとよくしたいと思いますか。 1

情

意

領

域

メタ

認

知

なぜ，そのように答えたのか教えてください。

なぜ，そのように答えたのか教えてください。

なぜ，そのように答えたのか教えてください。

精

神

運

動

領

域

1

1

1

学習に粘り強く取り組むことができたと思う具体的場面や理由を教えてください。（事後のみ）

平成２６年度図画工作科・美術科アンケート
広島大学附属三原小学校・中学校　　　　年　　組　　番（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

図画工作科・美術科の学習について質問をします。
５＝あてはまる，４＝ややあてはまる，３＝どちらでもない，２＝あまりあてはまらない，１＝あてはまらない

５～１のなかで自分に会うものに○を付けてください。 認

知

領

域

1

関連する領域

(配付用は掲載なし）
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材料や色や形の組み合わせを行いながら，自分なりのイメージを表すこと
ができていますか。

1

8 作品を作るときに自分なりのイメージがうかびますか。 1

9 前に習ったことを新しい学習に生かすことができていますか。 1

10 自分の作品のよさや工夫点を見つけられますか。 1

11 友だちの作品のよさや工夫点を見つけられますか。 1

12
友達の作品を見て、自分の作品に生かしたり改善したりすることに気付け
ますか。

1

13 用具や道具を正しく使うことができますか。 1

14 自分なりのイメージを作品に表わすことができますか。 1

15 自分なりのイメージを作品に表そうとしていますか。 1

16
「自分もやってみたい」という気持ちをもって新しい題材に取り組んでい
ますか。

1

17 作品をみて次に頑張ることを思い浮かべることができますか。 1

18 自分の作品をもっとよくしたいと思いますか。 1

情

意

領

域

メタ

認

知

なぜ，そのように答えたのか教えてください。

なぜ，そのように答えたのか教えてください。

なぜ，そのように答えたのか教えてください。

精

神

運

動
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1

1

1

学習に粘り強く取り組むことができたと思う具体的場面や理由を教えてください。（事後のみ）

平成２６年度図画工作科・美術科アンケート
広島大学附属三原小学校・中学校　　　　年　　組　　番（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

図画工作科・美術科の学習について質問をします。
５＝あてはまる，４＝ややあてはまる，３＝どちらでもない，２＝あまりあてはまらない，１＝あてはまらない

５～１のなかで自分に会うものに○を付けてください。 認

知

領

域

1

関連する領域

(配付用は掲載なし）
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分の作品は，華やかな感じがすると言われて改めて，
彫るところを多くしたからだと思った。」「自分の工夫
点を見つけてもらってうれしかった。」「自分のことを
アピールする力がついた。」等の感想を寄せている。
　これらの感想からは，制作過程に注目し，主題と形
や彫りとの関係を理解したり，制作姿勢や意欲につい
て自分と比較しながら感じとろうとする姿勢が見られ
る。また，自分のこだわったところを友達から評価さ
れたことへの喜びも感じられた。
④　教師の支援をもとにした活動
　授業者が常に，アメリカのパートナー校の生徒に伝
えるという視点を提示したことにより，生徒は相手意
識をもち，題材の全過程を通して，意欲的な態度で工
夫して制作に取り組むことができていた。また，毎時
間の振り返りには，友だちや授業者からの参考になっ
たアドバイスを記すことができていた。
　また，刷りの段階では，班ごとに協力し，お互いの
見つけたコツを伝え合いながら美しく刷るための声掛
けをしている生徒の姿や，早く終わった生徒が，補助
や片付けに回るなど，お互いの制作を支え合う姿勢を
紹介し，全体へ広げるようにすることができた。
⑤　作品の評価
　主題の設定，墨入れの選択，彫りの技法等段階を追っ
た指導を計画実施し，タキソノミーテーブルおよび題
材の評価規準をもとに評価した。美術への関心・意
欲・態度や鑑賞の能力については，おおむね達成でき
ていたようである。しかし，版画における発想・構想
や創造的な技能については，小学校での経験を経て中
学校段階でねらうべき力が付いたのか，一人一人の作
品を見ていくと課題も残る。下絵を描く段階の技術的
な指導や版画特有の単純化や彫刻刀の選択に関する指
導の改善が必要である。

７．成果と課題
（１）児童生徒質問紙調査の作成および改善
　これまで活用してきた児童生徒質問紙を用いたた
め，１年生は，全項目調査ではなく，図工の学習は「好
きか」「大切か」「役に立つか」の３点に絞って実施し
た。１・７年生ともに，肯定的回答が増加しており，
取り組みの効果を検証する材料にはなった。しかし，�
学年をまたいだ比較検証をしていくためにも，質問文
の工夫等，今後に向け改善が必要である。
（２）タキソノミーテーブルに基づいた評価の実施
　各題材のタキソノミーテーブルを作成し，各領域に

おける具体的な児童生徒の姿を想定しながら，指導す
るとともに，評価規準に反映させることができた。図
画工作・美術科の４観点と同一ではないため，評価規
準については，再構成する必要があることが課題であ
る。
（３）メタ認知の能力の分析
　１年生では，口頭，写真をもとに過去の造形体験を
振り返りながら取り組んだり，７年生では，ワークシー
トやドキュメンタリーポスターを活用したりした。こ
れらの取り組みにより，頑張ったことや工夫したこと
を振り返り，さらによくしたいという意欲につなげる
ことができた。今後は，１題材に限らず，１年間，ひ
いては小中９年間の作品や制作過程を振り返ることに
より，児童生徒がメタ認知の記録から，自身の成長の
足跡を個性的にとらえ，次の目標を持って取り組める
ような研究につなげていきたい。

８．おわりに
　今年度の研究で，図画工作科・美術科の学習過程に
おけるメタ認知能力とその育成・活用のための具体的
な活動を明示し，小中共通の取り組みの視点を設定し
て取り組むことで，美術への関心・意欲・態度の育成
について一定の効果を明らかにすることができた。し
かし，１年生と７年生という発達段階の開きから，質
問紙項目等発達段階に応じた段階的な手立てが必要で
あることを実感した。来年度からは，発達段階にあっ
た手立てについて，整理していきたい。
　また，子どもたちの「自分の作品をよりよくしたい」
という意欲に見合った成果が実感できるよう，メタ認
知能力を生かした精神・運動領域の向上の取り組みを
見直し，これまでの実践研究を生かしながら，９年間
を見通した一貫教育ならではの取り組みを進めていき
たい。
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